
酸蝕や齲蝕に侵襲された歯の修復や齲蝕予防についてより効果的な方法を確立するために、ヒト抜去歯を対象として、Er:YAGパ

ルスレーザーデポジション（Er:YAG-PLD）法によりフッ素化アパタイト（F-HAp）膜をコーティングした歯の表面性状を評価する

ことを目的とする。本研究により F-HAp膜を歯面に沈着させる方法を確立することができれば、より効果的に酸蝕や齲蝕に侵襲され

た歯の修復や齲蝕予防が可能になるものと期待される。 
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